
平成１9年度行財政改革見直し効果額の状況（全会計・一般会計付き）

※各項目の( )カッコ内が一般会計分

○平成１9年度予算における単年度効果額（職員一人あたりの単価を一般3,489・教員3,991とする。）

（単位：千円）

(1,405,968) ・事務事業の見直し 187,599 (183,725)

1,620,766 ・その他の見直し 1,433,167 (1,222,243)

(1,101,384) ・定数の削減 197,452 (195,526)

1,528,350 ･給与独自削減 956,499 (642,346)
・特別職給与削減 13,380 (11,919)

　（△７４） ・管理職手当独自削減 50,299 (37,724)
・地域給与導入効果 131,252 (95,178)

一般会計 △６７ ･寒冷地手当の改正 61,040 (42,630)
特別会計 △　７ ・通勤手当の改正 41,647 (26,874)

･特殊勤務手当の改正 71,706 (44,615)
・退職手当の改正 5,075 (4,572)

・使用料、手数料の改定 97,995 (92,695)
(623,709) ・市税等の収納率の向上 274,494 (274,494)

・その他 272,676 (256,520)
645,165

(3,131,061)

3,794,281

１9年度効果額の主な内容
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